
還元主義とホーリズムの方法手順 

 

事象を、 

Ａ ａ α 

とする。 

記号：組合せ()、順序()、結合()、包含()、等値(≡) 

 

還元主義の方法手順 

１．ａを分析して、 

ａ≡α1 α ２… α ｎ 

となるようなα1､α２…αｎを析出する。 

その中には結合()だけではなく、組合せ()、順序()、包含()

が入っていてもよい。 

２．論理と事象の両面から探索する。 

 

ホーリズムの方法手順 

１．ａを分析して、 

ａ≡ａ1ａ２…ａｎ 

となるａ1､ａ２…ａｎを探す。 

その中には結合()だけではなく、組合せ()、順序()、包含()

が入っていてもよい。 

２．ａ1､ａ２…ａｎに共通する特性をカバーするＡを探す。 

３．論理と事象の両面から探索する。 

４．Ａを確定するのはアブダクション（abduction）による。 

アブダクション 

ステップ１：ａ1､ａ２…ａｎを調べてＡの候補をあげていく。 

ステップ２：その中から、単純さ、整合性（既存の知識と矛盾しな

い）、テスト可能性又は予測能力、包括性のあるもの

を選ぶ。 


